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●守っていますか？交通ルール
　交通安全に取り組みましょう
●平成23年度まちの予算
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守
っ
て
い
ま
す
か
？
交
通
ル
ー
ル

交
通
安
全
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

平
成
22
年
の
交
通
事
故
件
数
は
72
万
５
，
７
７
３
件
、
死
傷
者
数
は
90
万
１
，
０
７
１
人
に
上
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
雪
解
け
や
新
入
学
等
で
歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行
量
が
増
加
し
ま
す
。

高
速
道
路
無
料
化
の
影
響
で
町
内
の
交
通
量
も
増
加
し
て
お
り
、

歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車
が
共
に
交
通
ル
ー
ル
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
交
通
ル
ー
ル
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
交
通
安
全

　

道
内
の
平
成
17
～
21
年
の
交
通
事
故
統
計

か
ら
、
小
学
生
の
交
通
事
故
の
多
く
は
登
下

校
時
、
道
路
横
断
中（
特
に
横
断
歩
道
以
外
）

に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
事
故
の
原
因
は
、
子

ど
も
の
交
通
ル
ー
ル
違
反
が
多
く
見
ら
れ
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
道
路
へ
の
急
な
飛
び
出
し

に
よ
る
も
の
で
す
。
学
年
別
で
見
る
と
１
年

生
の
事
故
が
最
も
多
く
、
高
学
年
に
な
る
に

つ
れ
て
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
１
年
生
は

学
校
に
慣
れ
て
き
た
５
～
７
月
に
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
よ
く
知
っ
て
い
る
場
所
だ
か
ら
と
い

っ
て
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の

事
故
の
多
く
は
自
宅
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル

以
内
の
場
所
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
保

相
手
当
事
者
別
に
み
る
と
、
自
動
車
が
８
割

以
上
と
最
も
多
く
、
事
故
類
型
別
に
み
る
と

出
会
い
頭
の
衝
突
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
違
反
で
は
、
一
時
不
停

止
や
安
全
不
確
認
が
多
く
見
ら
れ
、
急
な
飛

び
出
し
や
方
向
転
換
が
原
因
で
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

自
転
車
は
車
両
の
一
部

　

自
転
車
は
道
路
交
通
法
で
は
軽
車
両
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
や
バ
イ
ク

と
同
じ
く
、
一
時
停
止
な
ど
の
道
路
標
識
を

守
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
違
反
し
た
場

合
に
は
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
、
刑
事
責
任
と
民

事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自

転
車
だ
か
ら
、
と
軽
い
気
持
ち
で
考
え
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
自
転
車
関
連
事
故
の
う
ち
３

分
の
２
が
自
転
車
に
乗
る
側
の
交
通
ル
ー
ル

違
反
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
お
り
、
自
転
車
が

加
害
者
と
な
っ
た
死
亡
事
故
も
毎
年
発
生
し

て
い
ま
す
。
安
全
確
認
を
怠
ら
ず
、
丁
寧
な

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

　

皆
さ
ん
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
自
転
車

を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
自
転
車
の
基
本
的

な
交
通
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

１
車
道
は
左
側
を
通
行

　

自
転
車
は
車
道
の
左
側
を
通
行
す
る
こ

と
が
道
路
交
通
法
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

右
側
を
通
行
す
る
と
、
対
面
通
行
の
車
両

と
正
面
衝
突
す
る
危
険
が
あ
る
の
で
、
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

２
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

　

自
転
車
は
車
道
通
行
が
原
則
で
す
が
、

例
外
と
し
て
歩
道
通
行
も
可
能
で
す
。
歩

道
通
行
が
可
能
に
な
る
の
は
、
道
路
標
識

等
で
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
や
運
転
者
が

13
歳
未
満
の
子
ど
も
・
70
歳
以
上
の
高
齢

者
・
身
体
の
不
自
由
な
方
、
車
道
ま
た
は

交
通
の
状
況
か
ら
見
て
や
む
を
得
な
い
場

合
で
す
。

３
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
自
転
車
は
車
道

寄
り
を
徐
行

　

自
転
車
が
歩
道
を
通
行
す
る
場
合
は
車

道
寄
り
の
部
分
を
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
場
合

は
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進
、
傘
差
し

運
転
、
携
帯
電
話
や
携
帯
用
の
音
楽
プ
レ

ー
ヤ
ー
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転
は
禁
止

で
す
。

・
歩
行
者
、
自
動
車
に
自
転
車
の
存
在
を
知

ら
せ
る
た
め
、
夕
暮
れ
時
か
ら
の
点
灯
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
信
号
を
守
り
、
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と

安
全
確
認
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

５
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

13
歳
未
満
の
子
ど
も
が
自
転
車
に
乗
る

と
き
は
、
保
護
者
の
方
が
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
の
交
通
安
全

必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

交
差
点
で
は
安
全
確
認
を

　

交
通
事
故
件
数
を
道
路
形
状
別
に
見
る
と
、

市
街
地
の
交
差
点
が
全
体
の
４
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。
交
通
量
の
多
い
交
差
点
は
も

ち
ろ
ん
、
信
号
の
な
い
交
差
点
な
ど
標
識
を

見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
な
地
点
は
特
に
注

意
し
、
一
時
停
止
や
安
全
確
認
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
路
上
駐
車
が

見
ら
れ
ま
す
。
特
に
道
路
幅
が
狭
い
場
所
で

は
通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
事

故
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

駐
車
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
も

あ
り
、
た
と
え
数
分
で
終
わ
る
用
事
で
あ
っ

て
も
駐
車
の
際
は
、
路
上
で
は
な
く
駐
車
場

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車
そ
れ
ぞ
れ
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
の
心
を
持

っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
中
心
で
は
な

く
周
囲
に
気
を
配
る
こ
と
が
事
故
の
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
掛
け
で
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
、
少
し
で
も
事
故
を
減
ら
し

て
安
全
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

詳　

細

　

役
場
住
民
課
住
民
室
住
民
生
活
担
当
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－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

人
の
被
害
の
恐
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
前

席
に
乗
っ
て
い
る
人
へ
の
加
害
影
響
が
あ
る

な
ど
大
変
危
険
な
も
の
で
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
非
着
用
者
の
致
死
率
は
着
用
者
と
比
べ
て

13
倍
、
車
外
放
出
の
割
合
は
さ
ら
に
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
死
亡
事
故
の
中
に
は
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
可

能
性
が
あ
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
20
年
６
月

か
ら
、
後
部
座
席

に
お
い
て
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用

が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
後
部

座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
非
着
用
は
本

か
り
教
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
家
の
周
り
の
危
険
な
場
所
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

小
学
生
の
自
動
車
同
乗
中
の
事
故
は
交
通

事
故
全
体
の
３
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
低
い
状
態

で
す
。
お
子
さ
ん
が
自
動
車
に
同
乗
す
る
と

き
は
ど
の
席
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
装
着
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
交
通
安
全

　

平
成
22
年
中
の
交
通
事
故
発
生
状
況
か
ら
、

交
通
事
故
の
負
傷
者
数
は
若
者
が
減
少
傾
向

に
あ
る
の
に
対
し
、
高
齢
者
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
事
故
に
遭
っ
た
場
合
の
被
害
程

度
を
年
齢
層
別
に
見
る
と
、
高
齢
者
は
全
体

と
比
べ
て
致
死
率
が
３
・
６
倍
、
重
症
者
率

は
２
・
３
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
歩
行
中
に
多
く
、

中
で
も
夕
方
の
時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
暗
く
な
る
と
、
自
動
車
か
ら
歩
行
者

の
姿
は
見
え
に
く
く
な
り
危
険
で
す
。
日
ご

ろ
か
ら
出
歩
く
と
き
は
、
白
っ
ぽ
い
服
装
に

す
る
、
反
射
材
を
付
け
る
な
ど
し
て
、
自
動

車
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う
に
目
立
つ
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
特
徴
は
、
高
齢
者

側
の
違
反
が
多
く
、
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
信

号
無
視
を
し
な
い
」
「
横
断
歩
道
が
な
い
場

所
で
無
理
に
道
路
を
横
断
し
な
い
」
な
ど
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
普
段
か
ら
利

用
し
て
い
る
道
で
あ
っ
て
も
油
断
せ
ず
に
、

安
全
確
認
は
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
高
齢
者
が
交
通
事
故
の
加
害
者
に

な
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
運

転
手
に
よ
る
事
故
は
10
年
前
の
約
１
・
５
倍
、

75
歳
以
上
に
限
っ
て
は
２
・
２
倍
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
年
齢
と
と
も
に
体
力
は
衰
え
て

反
射
や
判
断
力
は
鈍
る
も
の
で
す
。
自
分
の

運
転
技
術
を
過
信
せ
ず
、
定
期
的
に
交
通
安

全
講
習
な
ど
を
受
け
、
現
在
の
状
態
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
２
月
か
ら
高
齢
者
運
転
標
識
の
デ

ザ
イ
ン
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
70
歳
以
上

の
方
は
忘
れ
ず
に
表
示
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
（
当
分
の
間
、
変
更
前
の
マ
ー
ク
も
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

自
転
車
の
交
通
安
全

自
転
車
関
連
の
事
故

　

平
成
22
年
の
自
転
車
関
連
事
故
は
１
５
１
，

６
２
６
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
か

ら
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
交
通
事
故

全
体
に
占
め
る
割
合
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

護
者
の
皆
さ
ん
が
手
本

と
な
っ
て
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
一
時
停
止
や

左
右
確
認
な
ど
の
ル
ー

ル
を
お
子
さ
ん
に
し
っ

変更後

変更前
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平成23年度　まちの予算 117億3,683万２千円
平成23年度の予算額は、前年度の当初予算に比べて

一般会計で５億０，９７８万９千円（６．７％）の減少、

特別会計合計で９，３３４万４千円（３．０％）の増加、

企業会計合計で６，７１９万０千円（４．５％）の減少、

総額では４億８，３６３万５千円（４．０％）の減少になっています。

減少した主な理由は、今年が町長、町議会議員の改選期で

骨格予算となっているためです。

平成23年度　予算総額

一般会計� 71億4,366万3千円

特別会計� 31億6,469万7千円

企業会計� 14億2,847万2千円

� 117億3,683万2千円

特 別 会 計企 業 会 計

一 般 会 計

特別会計は町が特定の目的をもって事業を行うときに、その特定の事業から生じる

歳入によって事業を運営する会計です。
企業会計は特定の事業を独立採算で経理する会計です。

会　計　名 予　算　額 説　　　　　　明

国 民 健 康 保 険 事 業 11億2,598万6千円 国民健康保険加入者の医療給付などを行う事業です。

簡 易 水 道 2,945万0千円 各地区に整備した簡易水道の管理・運営を行います。

公 共 下 水 道 事 業 4億0,293万9千円 下水道の整備や処理場の維持管理を行います。

介 護 保 険 8億2,140万8千円 介護保険被保険者の保険給付を行います。

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 4億0,906万9千円 足寄市街地区の区画整理を行います。

介 護 サ ー ビ ス 事 業 2億8,019万9千円 特別養護老人ホーム、デイサービスセンターを運営を行います。

後 期 高 齢 者 医 療 9,564万6千円 75歳以上の方の医療給付などを行う経費です。

計 31億6,469万7千円

会　計　名 予　算　額 説　　　　　　明

上 水 道 事 業 1億8,658万4千円 上水道の整備・運営を行います。

国民健康保険病院事業 12億4,188万8千円 国民健康保険病院の運営を行います。

計 14億2,847万2千円

使用料及び手数料（2.3％）
1億6,488万5千円

6,088万4千円

繰入金（1.0％）
7,106万2千円

分担金及び負担金（0.9％）
6,153万6千円

財産収入（0.5％）
3,387万6千円

その他の自主財源（0.4％）
3,087万7千円
繰越金、寄附金

依
存

財
源

78.6

その他の依存財源（0.7％）
　　自動車取得税交付金、地方特例交付金、
　　利子割交付金、配当割交付金など

8,507万3千円地方消費税交付金（1.2％）
1億6,422万4千円　　　地方譲与税（2.3％）
3億1,373万9千円　　　国庫支出金（4.4％）

歳入
71億4,366万3千円

町債（8.0％）
5億6,870万9千円

道支出金（6.6％）
4億7,330万7千円

自主財
源

21.4％

％

地方交付税（55.4％）
39億5,792万9千円

町税（11.5％）
8億2,056万3千円

諸収入（4.8％）
3億3,699万9千円

歳出
71億4,366万3千円

その他 （0.6％）4,089万0千円
　　　労働費、予備費、災害復旧費

議会費 （1.0％）
7,168万7千円

公債費（19.6％）
13億9,841万9千円

職員費（17.1％）
12億1,911万8千円

商工費 （1.9％）
1億3,850万0千円

消防費 （3.5％）
2億4,794万8千円

総務費 （5.0％）
3億5,812万7千円

衛生費（11.9％）
8億4,735万2千円

農林水産業費（9.6％）
6億8,677万4千円

教育費（5.8％）
4億1,734万8千円

民生費（13.2％）
9億4,522万8千円

土木費（10.8％）
7億7,227万2千円

費　　目 説　　　　明

公 債 費 借入金の返済金、利子など

職 員 費 特別職・一般職の給与など

民 生 費
幼児やお年寄り、からだの
弱い方を援護するための経
費

衛 生 費
皆さんの健康を守ったり、
ごみなどを処理したりする
ための経費

土 木 費
道路改良、橋の架け替え、
公営住宅の建設、公園の管
理などの経費

農林水産業費
農業基盤整備の工事費や農
業・林業振興のための経費

教 育 費
小・中学校の改修や備品の
購入、生涯学習推進などの
経費

総 務 費
役場の全般的な仕事、税金
を集める仕事、戸籍事務や
選挙事務のための経費

消 防 費
足寄消防署や防災に関する
経費

商 工 費
商工業や観光振興に関する
経費

議 会 費 議会運営に関する経費

そ の 他
労働費、予備費、災害復旧
などの経費
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町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
ま
し
た

農
山
漁
村
の
活
性
化
に
向
け
て

活
性
化
計
画
を
変
更

町
職
員
人
事

電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金

　

４
月
か
ら
新
し
い
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
段
に
足

寄
町
の
紹
介
や
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
、
医
療
・

年
金
、
福
祉
・
健
康
・
介
護
、
観
光
イ
ベ
ン

ト
、
防
災
情
報
と
大
き
く
６
分
類
を
設
け
ま

し
た
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ
中
央
に
は
、
皆
さ
ん

が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
住
民
票
や
印
鑑
証
明

な
ど
の
各
種
手
続
き
や
年
金
、
税
金
な
ど
に

　

町
で
は
「
農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の

定
住
等
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
地
域
の
自
主
性
や
創
意

工
夫
に
よ
り
、
定
住
や
滞
在
者
の
増
加
な
ど

を
通
じ
て
農
山
漁
村
の
活
性
化
を
図
る
計
画

（
足
寄
地
区
活
性
化
計
画
）
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
計
画
の
実
現
に
向
け
国
が

支
援
す
る
「
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
交
付
金
」
を
活
用
し
次
の
施
設
整
備

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

①
新
規
就
農
に
よ
る
生
産
規
模
の
維
持
と
農

地
の
活
用
に
向
け
た
農
業
担
い
手
の
確
保

を
目
指
し
、
平
成
20
年
度
に
新
規
就
農
研

修
セ
ン
タ
ー
（
新
規
就
農
技
術
習
得
管
理

施
設
）
を
建
設

②
農
産
物
・
生
産
物
の
高
収
益
化
、
付
加
価

値
化
を
目
指
し
、
平
成
21
年
度
に
小
麦
乾

燥
調
整
貯
留
施
設
を
、
平
成
22
年
度
に
農

産
物
貯
蔵
施
設
を
建
設

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
現
計
画
の
目

標
達
成
に
向
け
た
体
制
構
築
や
環
境
整
備
な

ど
、
よ
り
計
画
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、

平
成
23
年
度
に
建
設
予
定
し
て
い
た
「
農
産

物
処
理
加
工
施
設
」
を
平
成
24
年
度
へ
１
年

先
送
り
す
る
こ
と
と
し
、
同
計
画
を
こ
れ
ま

で
の
平
成
20
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
４
カ

年
計
画
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計

画
に
改
め
ま
し
た
。

　

計
画
内
容
は
、
役
場
経
済
課
農
業
振
興
室

で
縦
覧
公
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳　

細　

役
場
経
済
課
農
業
振
興
室

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
７
３

つ
い
て
く
ら
し
の
情
報
を
載
せ
て
い
ま
す
。

今
回
の
更
新
に
あ
た
り
、
利
用
し
や
す
さ
や

使
い
や
す
さ
に
つ
い
て
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
必
要
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

詳
細　

役
場
総
務
課
総
務
室
情
報
管
理
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
３
２

◆
３
月
31
日
付
（
町
お
よ
び
教
育
委
員
会
発
令
・
退
職
者
）

　

大
塚　

博
正
（
総
務
課
長
）

　

浅
川　
　

清
（
福
祉
課
参
事
兼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
長
）

　

中
島　

涼
子
（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
次
長
）

　

本
郷　

笑
子
（
福
祉
課
保
健
福
祉
室
主
幹
）

　

松
澤　

郁
世
（
福
祉
課
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
養
護
担
当
主
査
）

　

関　
　

克
典
（
国
民
健
康
保
険
病
院
副
院
長
）

　

古
賀　

正
和
（
国
民
健
康
保
険
病
院
医
長
）

　

高
橋　

精
一
（
生
涯
学
習
室
室
次
長
）

◆
４
月
１
日
付
（
町
発
令
・
人
事
異
動
お
よ
び
新
規
採
用
者
）

　

田
中　

幸
壽　

副
町
長
（
総
務
課
長
事
務
取
扱
）

　

寺
田　

幸
子
（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
次
長

　
　
　
　
　
　
　

兼
足
寄
保
育
園
ど
ん
ぐ
り
園
長
）

　

Y
谷　

雅
士
（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
任
公
務
補
）

　

沼
田　
　

聡
（
福
祉
課
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
長
）

　

辻　
　

泰
平
（
総
務
課
総
務
室
主
事
）

　

柴
崎　

美
来
（
総
務
課
総
務
室
主
事
）

　

田
端
美
智
代
（
福
祉
課
保
健
福
祉
室
主
任
保
健
師
）

　

豊
島　
　

由
（
福
祉
課
保
健
福
祉
室
主
事
）

　

北
岡　

文
生
（
国
民
健
康
保
険
病
院
医
長
）

　

竹
本　

尚
史
（
国
民
健
康
保
険
病
院
医
長
）

　

須
田　
　

亙
（
国
民
健
康
保
険
病
院
技
師
）

　

布
施　

拓
也
（
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
師
）

　

平
尾　

千
賀
（
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
師
）

　

熊
谷　

美
沙
（
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
師
）

　

経
済
産
業
省
は
、
発
電
施
設
の
設
置
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
、
発
電
施
設
等
が
所
在
す
る
市
町
村
に
対

し
て
地
元
の
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
、
本
町
は
２
６
，
３
６
１
千
円
の
交

付
を
受
け
、
地
域
医
療
の
充
実
お
よ
び
住
民
の
健
康

促
進
を
図
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
病
院
の
運
営
費

に
充
て
ま
し
た
。

ホームページアドレス

http://www.town.ashoro.hokkaido.jp平成22年度に完成した農産物貯蔵施設

国民健康保険病院

地域福祉の
向上を図っています



まちかどまちかどまちかど

8

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

9

　足並み交流会「実
み

力
りょく

・味
み

力
りょく

・観
み

力
りょく

、足寄に

ある未
み

力
りょく

をいかしたまちづくり」（日本足並

み会主催）が町民センターで開かれました。

初めに、米沢則寿帯広市長がフードバレーと

かち構想を講演。その後、安久津勝彦町長な

ど町を代表する団体が参加して座談会が行わ

れ、足寄の魅力について討論されました。

３.12 熱戦を繰り広げる

３.５ 魅力を討論

　足寄中学校１年生の斎藤豪君（足寄町水泳

スポーツ少年団所属）が役場を訪れ、東京都

で開催される第33回ＪＯＣジュニアオリンピ

ックカップ春季水泳競技大会に出場すること

を安久津勝彦町長に報告しました。斎藤君は

「全力を尽くし頑張ります」と健闘を誓い、

安久津町長が激励しました。大会は、東北地

方太平洋沖地震により中止されました。

　第44回防犯かるた大会（町防犯協会主催）

が老人憩の家で開催されました。小学生の部

と高齢者の部（一般含む）に８チーム25人が

出場しました。参加者は、町下の句かるた振

興会（大貫弘成会長）会員による読み上げに

耳を集中させ、相手より素早く木札を取ろう

と真剣な表情で熱戦を繰り広げました。

３.16 健闘を誓う

　バレーボール、チャレンジリーグ（女子）

に所属する「四国Ｅ
エ イ テ ィ エ イ ツ ク イ ー ン

ｉｇｈｔｙ８Ｑｕｅｅｎ」

が総合体育館でバレーボール教室を開きまし

た。教室には足寄ジュニアバレーボール少年

団と足寄中学校女子バレーボール部の選手が

参加。子どもたちはメンバーからオーバーハ

ンドパスなど基本を楽しく習得していました。

３.８ 真剣に取り組む

9

み
ん
な
の
広
場
Ａ
メ
ー
ル

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
み
ん
な

の
広
場
Ａ
メ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
町
行
政
に
対
し
て

感
じ
て
い
る
こ
と
、
最
近
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
ほ
し
い
、
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
な

ど
、
ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
「
Ａ

メ
ー
ル
」
を
使
っ
て
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
な

ど
、
す
べ
て
に
町
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
住

所
、
氏
名
な
ど
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
の
一
部
を
「
広
報
あ
し
ょ
ろ
」
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別
の
み

を
掲
載
し
、
住
所
、
氏
名
な
ど
は
掲
載
致
し

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
定
の
個
人
を
ひ
ぼ
う
、
中
傷
す

る
も
の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

　
「
み
ん
な
の
広
場
・
Ａ
メ
ー
ル
」の
「
Ａ
」

は
、
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の
Ａ
で
、
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
答
え
る
～
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
に
答
え
る
）、
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
進

め
る
～
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
で
進
め

る
）と
い
っ
た
意
味
を
含
ん
で
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
要
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
と
町
長
お
よ
び
行
政
と
の
直
接
対
話
の

場
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
場
で
す
。

対　

象

　

原
則
的
に
地
区
連
合
自
治
会
（
町
内
23
地

区
）
単
位
の
住
民
、
お
よ
び
各
種
団
体
の
構

成
員
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
各
種
団
体
は
、
社
会
教
育
関

係
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
お
よ
び
そ

の
他
の
団
体
で
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
会
場

　

地
区
連
合
自
治
会
単
位
お
よ
び
各
種
団
体

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
日
程
、
会
場
を
調
整

の
上
、
随
時
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　

懇
談
会
の
開
催
要
請
を
し
た
地
区
連
合
自

治
会
お
よ
び
団
体
は
、
必
ず
テ
ー
マ
（
ど
ん

な
こ
と
の
意
見
交
換
が
し
た
い
の
か
）
を
設

定
し
ま
す
。

内　

容

　

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
お

よ
び
情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、
テ
ー
マ
に
則

さ
な
い
陳
情
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場

で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

　

希
望
開
催
予
定
日
（
予
備
日
も
必
ず
設
定
）

の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
電
話
な
ど
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
町
長
等
の
日
程
お
よ
び
会
場

等
の
調
整
を
し
、
日
時
、
会
場
を
決
定
し
ま

す
。

申
込
先
・
詳
細

役
場
総
務
課
総
務
室
広
報
広
聴
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

２
４
８
８

あなたの声をまちづくりに

■Ａメールはまちづくりの参考に　
■まちづくり懇談会は直接対話の場
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第39回
北海道火山防災サミットが
雌阿寒岳にやってくる！

町民
防災講座

足
寄
町
の
活
火
山
「
雌
阿
寒
岳
」

　

豊
か
で
美
し
い
自
然
景
観
、
オ
ン
ネ
ト
ー

や
湯
の
滝
、
雌
阿
寒
温
泉
と
い
っ
た
観
光
資

源
を
与
え
て
く
れ
る
雌
阿
寒
岳
は
、
足
寄
町
、

釧
路
市
、
白
糠
町
に
ま
た
が
る
活
火
山
で
す
。

約
１
万
２
千
年
前
の
火
山
活
動
か
ら
、
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
噴
火
を
繰
り
返
し
、
１
８
５
６

年
か
ら
１
９
５
５
年
ま
で
の
間
で
少
な
く
と

も
10
回
の
水
蒸
気
爆
発
が
起
き
て
い
ま
す
。

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
２
０
０
６
年

３
月
21
日
に
雌
阿
寒
岳
山
頂
の
赤
沼
火
口
と

北
西
側
斜
面
で
ご
く
小
規
模
な
水
蒸
気
爆
発

が
、
２
０
０
８
年
に
は
11
月
18
日
と
28
日
か

ら
29
日
に
か
け
て
、
雌
阿
寒
岳
山
頂
の
96

－

１
火
口
と
第
４
火
口
で
ご
く
小
規
模
な
水
蒸

気
爆
発
が
起
き
て
い
ま
す
。

北
海
道
火
山
防
災
サ
ミ
ッ
ト

　

北
海
道
火
山
防
災
サ
ミ
ッ
ト
は
、
北
海
道

内
に
あ
る
活
動
が
活
発
な
５
火
山
（
有
珠
山
、

樽
前
山
、
十
勝
岳
、
北
海
道
駒
ケ
岳
、
雌
阿

寒
岳
）
の
周
辺
地
域
で
、
防
災
関
係
機
関
と

住
民
の
連
携
を
推
進
し
、
火
山
災
害
の
軽
減

を
図
る
目
的
で
数
年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
０
５
年
に
札
幌
市
、
２
０
０
６

年
は
有
珠
山
と
樽
前
山
を
抱
え
る
胆
振
地
方
、

２
０
０
８
年
に
は
十
勝
岳
の
山
麓
に
あ
る
美

瑛
町
と
上
富
良
野
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
足
寄
町
で
は
「
町
民
防
災
講
座
」

を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
災
害
に
関

す
る
知
見
や
災
害
へ
の
備
え
な
ど
に
つ
い
て

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
随
時

サ
ミ
ッ
ト
の
取
り
組
み
予
定
や
開
催
結
果
な

ど
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

わ
が
ま
ち
の
雌
阿
寒
岳
を
知
り
、
そ
の
恵

み
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
防
災
の
専
門

家
な
ど
と
の
意
見
交
換
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
に
な
り
ま
す
。
町
内
で
北
海
道
火
山
防
災

サ
ミ
ッ
ト
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
際
は
、

ぜ
ひ
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
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北
海
道
火
山
防
災
サ
ミ
ッ
ト
の
期
間
中
は
、

火
山
の
周
辺
地
域
に
暮
ら
す
住
民
向
け
の
登

山
会
や
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
会
、
子
ど
も
た
ち

向
け
の
郷
土
学
習
会
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
火
山
・
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
、
道
内
の
各
火
山
地
域
の
自
治

体
や
防
災
関
係
機
関
、
住
民
が
参
加
し
て
、

意
見
交
換
や
火
山
防
災
の
現
状
報
告
、
有
識

者
に
よ
る
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

２００６inいぶり

子どもフォーラム

２００８in十勝岳

サミットシンポジウム

２００６inいぶり

親子フィールド学習会

２００８in十勝岳

親と子の砂防見学会

　

２
０
１
１
年
度
か
ら
12
年
度
に
雌
阿

寒
岳
を
抱
え
る
足
寄
町
と
釧
路
市
で
「
北

海
道
火
山
防
災
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
を

同
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

足
寄
町
と
釧
路
市
で
雌
阿
寒
岳
を
感

じ
、
学
び
、
そ
し
て
楽
し
む
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
火
山
防
災
サ
ミ
ッ
ト

雌
阿
寒
岳
で
開
催

平
成
23
年
４
月
か
ら
障
害
年
金
加
算
改
善
法
を
施
行

　

障
害
年
金
は
、
受
け
る
権
利
が
発
生
し
た

当
時
に
、
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持

す
る
配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
場
合
、
障
害

等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
方
に

加
算
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
国
民
年
金
法
等

の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
障
害
年
金
を

受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
後
、
生
計
を
維
持

す
る
こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者
や
子
ど
も
が
い

る
場
合
に
も
、
届
け
出
に
よ
り
加
算
を
行
い

ま
す
。

平
成
23
年
３
月
ま
で
は

　

受
給
者
が
、
受
給
権
発
生
時
に
す
で
に
生

計
を
維
持
す
る
配
偶
者
や
子
ど
も
を
有
し
て

い
る
場
合
に
は
、
受
給
権
発
生
時
か
ら
加
算

の
対
象
（
受
給
権
発
生
時
に
生
計
維
持
関
係

を
確
認
）
と
な
り
、
そ
の
後
の
生
計
維
持
者

分
に
つ
い
て
は
、
加
算
の
対
象
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

平
成
23
年
４
月
か
ら
は

　

受
給
者
が
、
受
給
権
発
生
時
に
生
計
を
維

持
す
る
配
偶
者
や
子
ど
も
を
有
す
る
こ
と
と

な
る
事
実
が
発
生
し
た
時
点
か
ら
加
算
の
対

象
（
婚
姻
、
出
生
等
の
事
実
が
発
生
し
た
日

に
お
け
る
生
計
維
持
関
係
を
確
認
）
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
４
月
１
日
よ
り
前
に
お
い
て

受
給
権
が
発
生
し
た
場
合
は
、
平
成
23
年
４

月
か
ら
の
加
算
対
象
（
３
月
31
日
に
お
け
る

生
計
維
持
関
係
を
確
認
）
と
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
取
り
扱
い

　

法
律
改
正
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
の
子

加
算
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
平
成
23
年
４
月
か
ら

児
童
扶
養
手
当
額
が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加

算
額
を
上
回
る
場
合
に
お
い
て
、
受
給
可
能

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
・
詳
細

・
障
害
基
礎
年
金

　

帯
広
年
金
事
務
所
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当
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み
ん
な
の
国
民
年
金

新
生
活
と
心
の
変
化

　

春
は
新
生
活
が
始
ま
る
季
節
、
生
活
環
境

の
変
化
の
季
節
で
す
。
進
学
や
就
職
、
配
置

転
換
、
昇
進
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
環
境
や
人

間
関
係
が
変
化
し
、
身
体
だ
け
で
は
な
く
心

ま
で
も
忙
し
く
働
き
、
疲
れ
が
た
ま
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
の
変
化
が
大
き

か
っ
た
り
急
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
変
化

に
対
し
て
身
体
が
つ
い
て
い
け
な
く
な
り
体

調
を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

環
境
の
変
化
な
ど
が
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て

気
分
が
落
ち
込
み
「
何
を
や
っ
て
も
楽
し
く

な
い
」
「
何
も
す
る
気
が
起
き
な
い
」
な
ど
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
こ
と
で
す
。
大
抵
は
一
時
的
な
こ
と
で
過

ぎ
去
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
い
つ

ま
で
も
続
く
と
な
か
な
か
回
復
で
き
ず
、
本

人
が
つ
ら
い
思
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
主
な
症
状

・
心
の
不
調

：

抑
う
つ
気
分
、
や
る
気
が
で

な
い
、
集
中
力
・
行
動
力
の
低
下
、
興
味

や
関
心
が
無
く
な
る
な
ど

・
体
の
不
調

：

不
眠
、
だ
る
さ
、
頭
痛
、
吐

き
気
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
腹
痛
な
ど

◆
次
の
よ
う
な
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

真
面
目
で
几
帳
面
、
責
任
感
が
強
い
人

　

忙
し
過
ぎ
る
人

　

生
活
が
不
規
則
な
人

　

人
に
相
談
す
る
の
が
苦
手
な
人

　

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
弱
い
人

◆
対
処
方
法

　

自
分
が
話
し
や
す
く
、
話
を
聞
い
て
く
れ

る
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
心
の
病

気
は
本
人
が
気
付
か
な
い
場
合
が
多
く
、
周

囲
の
人
の
気
づ
き
が
大
切
で
す
。
職
場
の
同

僚
や
家
族
な
ど
、
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
を
キ

ャ
ッ
チ
し
た
ら
「
疲
れ
て
な
い
？
」「
大
丈
夫
？
」

な
ど
の
声
掛
け
や
つ
ら
い
気
持
ち
を
相
談
さ

れ
た
ら
そ
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
よ
く
話

を
聴
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

学
業
や
仕
事
、
日
常
生
活
が
い
つ
も
の
よ

う
に
で
き
な
い
時
は
、
精
神
科
や
心
療
内
科

な
ど
へ
の
受
診
を
勧
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
保
健
推
進
担
当
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自動車の不具合情報を
お寄せください

　国土交通省では、迅速なリコー

ルの実施やリコール隠し等の防止

のため、皆さんの車に発生した不

具合情報を収集しています。お車

に不具合が発生した際には、情報

をお寄せください。

自動車不具合情報ホットライン

S０１２０－７４４－９６０

詳　　細� 帯広運輸支局

� ☎０１５５－３３－３２８２

震災行政相談専用
フリーダイヤル開設

　道管区行政評価局は、平成23年

東北地方太平洋沖地震に伴う道内

にお住まいの被災者に対する支援

策の一環として「震災行政相談専

用フリーダイヤル」を開設しまし

た。国の行政機関や特殊法人等に

おける支援策などについて「どん

なものがあるか知りたい」「どこ

に相談したらよいか分からない」

などお困りのことはありませんか。

相談は無料で秘密は守ります。何

でもご相談ください。

震災行政相談専用フリーダイヤル

S０１２０－８３８１２１

℻０１１－７０９－１８４２

死 110hkd32＠soumu.go.jp
受付期間　５月22日まで予定

（土・日・祝日は除きます）

受付時間

　午前８時30分－午後５時15分

詳　　細

� 道管区行政評価局行政相談室

� ☎０１１－７０９－１８０３

農業者の皆さんへ

山菜採りの事故に注意
ヒグマ注意特別月間

　町農業委員会では「平成22年度

の目標（活動）に対する点検・評

価案」および「平成23年度の目標

及びその達成に向けた活動計画案」

を町ホームページ（http://www.
town.ashoro.hokkaido.jp）に 掲

載しています。農業者の皆さんか

らこの案に対するご意見を募集し

ます。ご意見のある方は５月16日

㈪までにご連絡ください。

詳　　細� 町農業委員会事務局

� ☎２５－２１４１内線２８１

　例年、たくさんの山菜愛好家が

山菜採りのために入山し、道に迷

ったり、沢へ転落したりする事故

が起きています。慣れた山でも、

油断するとそこに事故の「落とし

穴」があることを忘れずに山菜採

りを楽しみましょう。

詳　　細� 本別警察署足寄交番

� ☎２５－２１５１

　４月２日㈯－５月８日㈰は春の

「ヒグマ注意特別月間」です。

　この時期は山菜採りなどで山林

に入る人が多く、ヒグマと出会う

確率が高い時期です。ごみは持ち

帰る、音を出して歩くなど、ヒグ

マと出会わないための意識を持っ

た行動で、事故を防止しましょう。

　なお、ヒグマ出没状況は現地の

市町村役場で確認してください。

　義経の里本別公園内のボート・ゴーカート等

の有料遊具が４月から運営を開始します。ご家

族連れで、ぜひ本別公園に遊びに来てください。

期　　間　４月23日㈯－10月10日㈪
運 営 日　土・日・祝日

※その他の運営日はお問い合わせください。

時　　間　午前10時30分－午後４時30分

※９月１日からは午前10時30分－午後３時30分

料　　金

・ボート　２００円／30分

・ゴーカート、バッテリーカー（コース１周）

　２００円／１人乗り、３００円／２人乗り

詳　　細　本別公園「義経の館」

� ☎２２－４４４１

義経の里本別公園の遊具施設を

ご利用ください
銀河の森天文台からのお知らせ

天文台開館時間変更のお知らせ

　４月１日から９月30日までの期間は午後２時

から10時30分までの開館となります。

土星観望会

　４月27日から５月８日まで観望会を行います。

この時期きれいに見える金星と土星をぜひご覧

ください。期間中、土・日・祝日の午後７時か

ら説明会を行います。

入 館 料
昼間：大人　３００円、小・中学生　２００円

夜間：大人　５００円、小・中学生　３００円

※小学生未満は無料です。

詳　　細 銀河の森天文台　☎２７－８１００

上下水道室からのお知らせ

確定申告書の内容が
間違っていたとき

第30回足寄ふるさと
花まつり開催

東北地方太平洋沖地震
情報サイト開設

震災に対する
募金箱を設置しました

　提出した確定申告書に計算誤り

や申告漏れなど申告内容に誤りが

あることに気付いた方、うっかり

確定申告書の提出を忘れている方

はいませんか。もう一度ご確認く

ださい。

　税額を多く申告したことに気付

いたときは「更正の請求書」を提

出して正しい税額への訂正を求め

ることができます。

　税額を少なく申告したことに気

付いたときは「修正申告書」を提

出して正しい税額に修正してくだ

さい。

　また、確定申告書を提出しなけ

ればならないのに、提出を忘れて

いたときは速やかに確定申告を行

ってください。

詳　　細� 十勝池田税務署

� ☎０１５－５７２－２１７１

　「足寄ふるさと花まつり」開催

に向けて、実行委員会では現在準

備を進めています。５月上旬には

桜の開花に合わせて「夜桜ライト

アップ」を実施します。また、シ

バザクラとツツジの見ごろを迎え

る５月29日（予定）には、芝桜公

園において足寄ふるさと花まつり

を開催し、カマス挙げ大会や町特

産品抽選会などを行います。

詳　　細� 役場経済課

� 林業商工観光室商工観光担当

� ☎２５－２１４１内線２５３

　道では、３月11日に発生した平

成23年東北地方太平洋沖地震に関

して、被災された方への支援・相

談窓口や道民の皆さんへの情報な

どをまとめたサイトを開設しまし

た。ぜひご活用ください。

ホームページアドレス

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/
sm/ktk/bosaijohosite.htm
詳　　細� 道総務部危機対策局

� ☎０１１－２３１－４１１１

　平成23年東北地方太平洋沖地震

で被災された方を支援するため、

次の場所に募金箱を設置しました。

被災地の早期復興のため、皆さん

の温かいご支援をお願いします。

なお、いただいた寄付金は中央共

同募金会へ集約されます。

設置場所

　役場（住民課戸籍年金担当・福

祉課福祉担当窓口）、町民センター、

国民健康保険病院、あしょろ子ど

もセンター、町社会福祉協議会、

町商工会加盟事業所、町農業協同

組合（貯金窓口・Ａコープあしょ

ろ・資材店舗・農機車両整備工場・

給油所）

設置期間　９月30日㈮まで

詳　　細� 役場総務課企画財政室

� 企画調整担当

� ☎２５－２１４１内線３１９

� 役場福祉課保健福祉室福祉担当

� 内線１４２

　町「健康づくり計画」に基づき、

町オリジナル体操「ニコニコ体操」

を作成しました。初心者でも取り

組みやすい「基本編」、運動習慣

がある方向けの「応用編」、そし

て「子ども編」を用意しました。

　この体操をご自宅等で活用して

もらえるよう解説付きで収録した

ＤＶＤの貸し出しを行っています。

ぜひ、皆さんの日々の健康づくり

にお役立てください。

貸出場所

・役場福祉課保健推進担当

・足寄保育園どんぐり（お子さん

が通園している方に限ります）

貸出期間　２週間

貸出方法

　貸出窓口へお申し出ください。

※ダビングを希望される方は空の

ＤＶＤ－Ｒをお持ちください。

※体験したい個人や団体向けには

出前講座を行います。

詳　　細� 役場福祉課保健福祉室

� 保健推進担当

� ☎２５－２５７１

　水道料金・下水道使用料の集金

を次の方に委託しましたのでお知

らせします。

受 託 者

　足寄町南６条７丁目63番地

� 小野寺　克幸

委託期間　平成23年４月１日－平

成24年３月30日

※町職員または受託者以外の者が

集金に伺うことはありません。

訪問する際には身分を証明する

ものを携帯しています。

詳　　細　役場建設課上下水道室

� 上下水道業務担当

� ☎２５－２１４１内線３５３

お知らせ ニコニコ体操ＤＶＤの
貸し出しを行っています



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

ひとのうごき

３月末の住民基本台帳

人　口　　７，７１２　人　（－59)

　男　　　３，７４３　人　（－21)

　女　　　３，９６９　人　（－38)

世　帯　　３，５９３世帯（－29)

　　　　　　　（　）内は前月比
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☆東北地方太平洋沖地震によりお亡

くなりになられた方々のご冥福を

お祈りしますとともに、被災され

た皆さまに心よりお見舞い申し上

げます。

☆震災後、被災地には各地から支援

物資や義援金が届けられ、本町か

らも現地へ木質ペレットや非常用

保存水などが届けられています。

また、町内各所には募金箱が設置

され、義援金を集める取り組みも

始まりました。

☆今もなお、現地の悲惨な状況が報

じられている中、私たちにできる

ことはなんだろう？と考えさせら

れます。

安藤　悠
ゆう

太
た

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年３月９日生まれ）

　風船とボールが大好きです。

２歳を境に、おしゃべり、自己

主張、旺盛な食欲と大きく変わ

ってきました。これからもいろ

んな変化を見せてね。

� 達郎・智子さ
んの子

� （北３条２丁目）
谷口　七

な

音
の

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年４月16日生まれ）

　私たちにしか分からない言葉

でいつも騒いでいます。階段が

大好きで部屋を抜け出し一人で

上っていきます。目が離せませ

んが、家族を楽しませてくれま

す。� 尚謙・奈穂美さ
んの子

� （南３条５丁目）

小野　陽
ひな

大
た

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年４月15日生まれ）

　いつも歌ったり踊ったりして

遊んでいます。パパが大好きで、

仕事帰りのパパを走って玄関ま

でお出迎えします。太陽のよう

に暖かく、心の大きな人になっ

てね。� 哲也・泰子さ
んの子

� （南４条４丁目）

　３月８日に行われた「バレーボール教室」

でのスナップです。


